
すっかり寒くなり、コートを着込んで出勤する毎日です。気が付けば師走。なんだか気持ちもせわしくなっ
てきて、今年もあと少しで終わりだなあと感じています。今月から、男性職員が１名、2カ月の育児休暇に入
りました。復帰の時には、今まで以上にイクメンパパになっていると思います。体験レポートも楽しみです。 
 さんかくカレッジ市民企画講座も後半に入りました。17 日には、父と子のさんかくカレッジがあります。
まだまだ、事業が目白押しのはもりあです。皆さん、どんどん参加してくださいね。 
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センターだより         はもりあ １０１号 

          ２０１６年１２月発行  

 

「はもりあ」とは造語で、女性と男性の協

働という素敵な“ハーモニー”が奏でられる

“中核エリア”という意味です。 

２00６年 10 月に公募で決定した男女共同

参画センターの愛称です。 

 

 ジェンダー・ギャップ指数（ＧＧＩ）は、各国の社会進出における男女の格差を示す指標のこ

とで、スイスのジュネーブに本部をおく世界経済フォーラム（ＷＥＦ）（１９７１年創立の非営利

財団）が、毎年公表していて、４分野「政治分野」「経済分野」「教育分野」「健康分野」のデータ

から作成されます。今年は１０月２６日に、２０１６年版が公表されました。 

●過去最も低い「１１１位」 
 ２０１６年の日本の順位は、１４４カ国中１１１位で、前年の１０１位から大きく順位を下げ

ました。日本の順位が低い理由として、政治分野・経済分野の格差が未だ大きいことが挙げられ

ます。「政治分野」においては国会議員に占める女性の割合が低い（１２２位）ことや、「経済分

野」では勤労所得（推定）の男女比（１００位）や管理職に占める女性の割合（１１３位）、そし

て専門職に占める女性の割合（１０１位）が低いことが、順位を下げる要因になっています。 

●格差改善のための取り組み 
右の表は、今年と１０年前の指数と順位を表 

しています。指数は、「０」が完全不平等、「１」 

が完全平等を示しており、ほとんどの項目で増 

加していますが、日本は他の国よりも格差改善 

速度が遅いため、順位が低いままなのです。 

 日本ＢＰＷ連合会(※)によると、完全な男女 

平等社会の実現は、現状の速度でいくと１７０ 

年後になるかもしれないとされています。 

 男女があらゆる分野で個性と能力を十分発揮 

できるには、政治や経済のみならず、あらゆる 

分野における男女間の格差の解消が必要です。 

他の国々が男女の格差を縮めている中で、日 

本は格差がなかなか縮まらない状態が続いてい 

ます。日本でも、思い切った取り組みが望まれ 

ます。 

日本ＢＰＷ連合会：女性の社会的地位と職業水準の 

          向上等を目的とする非政府組織。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

１、採用予定日  平成２９年３月１日 

２、採用予定人数 １人 

３、主な業務   諸問題を抱える女性の相談や支援ほか 

４、受験資格   ・昭和３２年３月２日以降に生まれた人 

 ・地方公務員法第１６条に定める欠格条項に該当しない人 

・普通自動車免許を有する人  など 

         詳しくは、男女共同参画センターまたは市民生活課（市役所５階）で配布

する試験要項をご覧いただくか、市ホームページ「職員募集」

（http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu5253.html）をご覧くだ

さい。 

５、試験日と会場 平成２９年１月２２日（日） 男女共同参画センター 

６、応募期間・応募先 平成２８年１１月１６日～１２月２２日（必着）郵送又は直接男女共同参

画センターへ 

（直接の場合祝日を除く火～土曜の８：３０～１７：１５まで） 

 １０月２８日～２９日に日本女性会議２０１６が秋田市で開催され、 

参加させていただきました。地元秋田の小学生による竿燈(かんとう) 

演技で、にぎやかに幕をあけた今年の日本女性会議には、全国から 

およそ１，６００名の方が集まり、“みつめて みとめて あなたと 

私～多様性(ダイバーシティ)とは～”のテーマで、記念講演や分科 

会、シンポジウムなどが開催されました。 

はじめに、内閣府男女共同参画局長の武川恵子さんより「男女共同参画施策の現状と課題」についての

基調報告があり、その後に行われた記念講演で、ヘア・メイクアップアーティストの藤原美智子さんが、

流行に敏感なヘア・メイクの世界において、個性が人の魅力を作り、自信も作るというお話をされました。 

２日目は、午前中に、参加者が８つのテーマ１０の分科会に分かれ、私は、女性の活躍をテーマにした

分科会に出席しました。分科会では、女性の活躍を進めるために必要なこととして、自分も相手も大切に

するアサーティブな面にスポットを当てて議論がされました。午後からは、各分科会の報告とシンポ 

ジウムがあり、人口減少率ワースト１と言われる秋田で、幸せで豊かな社会を築いて 

いくためにはどうするとよいかという課題について、それぞれ違った立場のパネリス 

トから課題に向けた取組みについて意見交換が行われました。 

今回、参加させていただき、大会を通して様々な角度から「多様性」について学ぶ 

         ことができました。また、全国から参加された年齢も立場もいろいろ 

         な方と話すことができて、その活動のパワーに圧倒されるとともに 

学ぶことも多い有意義な研修となりました。 

最後は、来年の日本女性会議２０１７の開催地である、北海道 

苫小牧市よりメッセージが寄せられ、今年の日本女性会議は盛況 

に幕を下ろしました。 

“隣りの芝生は見ない、自分の芝生を育てる”心に残った言葉です。 

【第２分科会】 

【国重要無形民俗文化財の竿燈】 

 

http://www5.city.yokkaichi.mie.jp/menu5253.html


 

 

 
 
 
 

 

 

  

    

  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに、1991 年、カナダで始まった、男性が主体とな

って女性に対する暴力撲滅に取り組むホワイトリボンキャン

ペーンの紹介と日本における展開について説明されました。 

次に、ＤＶ加害者更生プログラムを受講した男性の事例を取

り上げ、「夫が変わろうと努力していたとしても、信頼関係を

壊した夫を、被害者の妻がすぐに許してくれるはずがない」こ

とを肝に銘じておくことが肝要だと話されました。また、大学

での女子学生のレポートから、彼氏からの様々な要求がデート

ＤＶの範疇に入ることを、後日のＤＶ学習で認識したという事

例が紹介されました。 

最後に、ＮＰＯ法人ＳＥＡＮ作成の子ども向け男女平等教育

教材（ＤＶＤ）の内容紹介と、参加者による夫婦の会話事例の

ロールプレイングをしていただくことで、ジェンダーの視点に

気付くとともに、パートナーとのよい関係を築くヒントにして

いただけたのではと思います。 

 
 
 

＝参加者アンケートから＝ 
・ＤＶ問題を考えるよい機会をいただけた。 
・いろいろな面で気付きがあった。 
・ロールプレイングは、わかりやすかった。 
・ＤＶＤは、とても参考になりました。 

１１月１６日（水）１３：３０から、四日市市総合会館８階第４会議室で、ＮＰＯ法人ＳＥ
ＡＮ（シーン）理事の中村 彰さんを講師にお招きし、「男性から見たＤＶ」をテーマに講演会
を開催しました。講師からは、「ＤＶは女性の問題ではなく、むしろ男性の問題としてとらえ、
暴力を振るわずに目的を達することが必要と、男性が男性に対して非暴力のメッセージを発す
ることが重要である」と話されました。 

 
 

 

 

『勤務間インターバル』ってご存じですか？「ニッ

ポン一億総活躍プラン」(平成２８年６月２日閣議

決定)では、働き方改革として長時間労働の是正に

取り組むことが挙げられています。長時間の労働

により、体を休めることができないまま仕事をす

る状態が続くと、仕事の効率は下がり、心身にも

影響が出てきます。このような問題に対し、長時

間労働を減らす取組みとして、「一定の休息時間を

とれるようにする」という考え方が『勤務間イン

ターバル』です。一定の休息時間をルール化する

ことで、生活時間や睡眠時間を確保でき、ワーク・

ライフ・バランスを保ちながら働き続けることが

できるようになると考えられています。この『勤

務間インターバル』の考え方はＥＵ諸国で、すで

に法制化されており、日本でも、独自に取り組む

企業は少しづつですが増えてきています。健康的

に仕事ができる労働環境作りのひとつとして、ま

た、男女が協力して家庭を運営するうえでも 

『勤務間インター 

バル』の普及は、 

ワーク・ライフ・ 

バランスに欠かせ 

ない要素です。 

 

 参考/厚生労働白書 

今月のキーワード  
 

『勤務間インターバル』 
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 今回は、私（４３歳男性）の子育て奮闘記です。 

 Ｒ君とＫ君は、１１月で４歳３カ月になりました。 

 この記事が出る頃には、R 君と K君はお兄ちゃんにな

っています。そう、我が家に３人目が生まれるのです。

そして、私はしばらく職場から姿を消します。そう、

育児休業を取らせていただきます。遅くとも11月21

日には生まれますので、その日から１月末まで育児・

家事に専念させていただき、皆さんに会えるのは２月

に入ってからになります。育児休業中の奮闘について

はまたご報告いたしますので、楽しみに待っていてく

ださいね。 

と言うわけで、現在妻の入院に備えいろいろ対策を

取っています。これまで妻が担当していた幼稚園の持

ち物準備や衣類等の収納など、失敗しないように持ち

物リストを作ったり、収納先がわかるように印をつけ

たりと準備しています。ただ、一番の不安が子どもた

ちのお弁当です。料理は苦ではないのですが、限られ

たスペースに色合い良く詰められるかというと…自

信がありません。【美的センスを持ち合わせていない担当：Ｙ】 
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このコーナーでは、はもりあ四日市のスタッフが、本を読ん
だり、映画を観たり、お話しを聞いたり、また、日々の生活の
場面で感じたことを綴っていきます。 もちろん、『男女共同参
画』の視点   を通してね。 

 



 
 
 
 
 

はじめまして！！ 

『私もアナタも、い～い～よぉ～の会』代表の葛西友子です。 

いつもいつも、頑張っている自分を「い～い～よぉ～」って認めていますか？ 

そんな、親子で一緒に楽しく過ごせるように、お手伝いをさせていただきます。 

活動内容は、ベビーマッサージなどを予定しております。 

当グループに興味のある方や、参加してみたいという方は、 

お気軽に上記連絡先へお問合せください。 

 

 

 

           

 

 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

○●◎あとがき◎●○ 

こんにちは。松永です。冬になり、布団から出にくくなるほど寒くなりました。 

冬が好きな私にとっては、待ち遠しい季節がやってきたことになります。 

ウィンタースポーツや雪だるま作りなど、冬にしかできないことをたくさんやりたいと思います。 

あと１カ月で２０１６年が終わります。冬の楽しみを満喫するために、お体を大切にしてください。 

 

 

 男女共同参画センターにある図書コーナーには、女性の生き方、子育て、介護、老後など、男女共

同参画に関係する図書を備えており、また、お子さん向けの絵本や紙芝居なども備えています。 

図書の貸し出しも行っており、ご本人確認を行なえば、すぐに借りることができます。図書の貸し

出し期間は１ヶ月（ただし新刊は２週間）です。書籍は、平成２５年度以降に購入したものは、当セ

ンターホームページ「はもりあ四日市」で確認できますので、ご覧ください。 

 新刊図書のリクエスト等も随時受け付けており、センター図書購入時、図書選定の 

参考にさせていただきます。 

お近くにお越しの際は是非お越しいただき、皆さまの学習に活用してください。 

図書コーナーのご案内 

代 表：葛西 友子 

連絡先：059-328-5503 

登録グループ紹介 


